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AIとヒトをつなぐ人

CURRENT

gmoriki代表（個⼈事業主） / ⼀橋⼤学⽣成AI業務推進アドバイザー
⺠間企業にて⽣成AI活⽤推進、個⼈事業として⼤学・教育機関のAI⼈材育成。

BACKGROUND

私⽴・国⽴⼤学職員としての実務経験
⼤学という組織特有の⽂化・課題に精通。

DELIVERY

教員・職員対象の研修／登壇／アドバイザリー
現場に即した実践的なAI活⽤⽀援を⾏う。

https://gmoriki.com

https://twitter.com/pogohopper8
https://note.com/pogohopper8
https://gmoriki.com/


よろしくお願いします！



身も蓋もないことを言うと、大学業務でAIを活用するには
お金をかけて学内で安心して使える良質なAIサービスを
導入する必要があります

しかし導入すれば全て解決するわけではありません。
職員が身につけるべきスタンスやリテラシー、
組織が掲げるべきスタンスやポリシーが不可欠です。



職員が身につけるべきスタンスやリテラシー、とは

n 生成AIとは何か、なぜ使わなければならないのかを説明できる
n まずは何があってもとにかく使い続ける
n 個人として/組織として責任あるAI利用を心がける

とかとかです。
「使ったことはある」から、「これから使い続ける」人へ、
そのスタンスや価値観を周りに伝えられる人になりましょうー。



今日の要点

生成AIが
ちょっと
わかる

大学の中で
生成AIを
活かせる

生成AIを
当たり前に

する



各種Webサイトを事前にお送りしております

詳しくはZoomのチャット欄なり、事前送付したGoogleDriveのリン
クなりWebサイトなりご参照ください。

学内環境によっては閲覧できない場合があるようです。
その場合は画面上でご覧ください＆可能な限り私がカバーします＆
後日資料等をお送りしますのでご安心ください。



生成AIとは何か



どんなイメージ？

ロボットみたいなもの？ すごく賢い頭脳？ なんでも答える相棒？

アイデアの泉？ まるで魔法みたい？ ちょっとこわい…？

猫型ロボット
ターミネーター



生成AIとは何か

AI 人間と同様の知識を実現させよう
という取り組みやその技術=

定義はさまざま

「生成AI時代の人材育成」「AI用語の包含関係」
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/008_05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/008_05_00.pdf


生成AIとは何か

AI

機械学習

深層学習

人間と同様の知識を実現させよう
という取り組みやその技術

特定のタスクやトレーニングにより
実行できるようになるAI
人が特徴を定義

「生成AI時代の人材育成」「AI用語の包含関係」に基づき作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/008_05_00.pdf

※確立された定義は存在しない

マシンが特徴を自動定義

例：
スパムメール判定器（識別）
売り上げ予測（回帰）

n インターネットの普及により

AIが学習可能なデータが増えたこと
n ハードウェアの進展によりコン

ピュータの処理性能が向上したこと

ルール自体を考えることまで

コンピュータが実行

人間が考えたルールを

コンピュータが実行

機械学習発展の背景

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/008_05_00.pdf


生成AIとは何か

生成AI

AI

機械学習

深層学習

誰でも・気軽に
AIの恩恵を享受できる
生成AIサービスの普及

AI技術
の進展

2022年11月 OpenAI社がChatGPTをリリース

社会



生成AIとは何か

画像・音楽・動画を
生成するAI、
入力可能なAIもある

文章、画像、プログラム等を生成できるAIモデルにもとづくAIの総称
(AIモデル…入力データ又は情報にもとづいて推論（inference）又は予測を生成する数学的構造)

AIモデル入力 生成物

入力された文章をもとに、文章を生成するAIの場合
※大規模言語モデル（Large Language Models;LLM）

日本の
首都は？

東京都です

AI事業者ガイドライン（第1.0版）(2024), https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html

事前にAI開発者がインターネット
上の文書等を用いてパターンを大
量に学習・調整させている

私たちが普段から使用している言
葉（自然言語）でAIに指示を投げ
ることができる

答えや事実を一言一句覚えて回答
するのではなく、入力された文章
に後続するデータを推論し続ける

今日登場するAIには
もれなくAIモデルが
搭載されています

文章の生成はもちろん
自分で考えたり自律実
行したりできちゃいま

す

https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html


生成AIの具体例



NotebookLM

自分が渡した資料を根拠に、
要約・質問応答・整理をしてくれる
AIリサーチノートです。

元NotebookLM
名前変わったね



Gemini Notebookを使おう

https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1

生成AI活用の基礎を
学ぶためにAIを活用

https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1
https://notebooklm.google.com/notebook/8645fd6a-06d0-4957-bd87-79f9e743ca45?authuser=1


Gemini Notebook を使おう【ソース】

どんなデータ形式も
だいたい追加できる



Gemini Notebook を使おう【チャット】

回答の根拠があると
安心して納得できる



Gemini Notebook を使おう【Studio】

Studioの品揃えの良
さは異常

やりすぎだろGoogle
（褒めてる）

なんで無料なの？
ビッグテック怖い





Gemini Notebook は「生成AIとは何か」を体現・拡張するズルいサービス

文章、画像、プログラム等を生成できるAIモデルにもとづくAIの総称
(AIモデル…入力データ又は情報にもとづいて推論（inference）又は予測を生成する数学的構造)

AIモデル入力 生成物

日本の
首都は？

東京都です

AI事業者ガイドライン（第1.0版）(2024), https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html

何でもできちゃう

https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html




Microsoft Copilot
Word・Excel・PowerPointなどに組み込まれ、
文章作成・要約・データ分析を支援する
Microsoftの生成AIアシスタントです。



Microsoft Copilot

▍Web検索等が可能な対話型テキスト生成AIサービス

Copilot in Bingを想定して説明しています.Microsoftが言うCopilot概念はクラウドソリューションの総称だったりします.

● OpenAI社のAIモデル(GPTファミリーや画像生成モデルのDALL・E)を使用している
● Web検索を介したテキストの生成、画像生成や作曲が可能

● みんな大好きMicrosoft製。Office製品やブラウザ、OSにも組み込まれている

Web検索 画像生成 …etc.

▍日に日に便利に成長中…















身も蓋もないことを言うと、大学業務でAIを活用するには
お金をかけて学内で安心して使える良質なAIサービスを
導入する必要があります

しかし導入すれば全て解決するわけではありません。
職員が身につけるべきスタンスやリテラシー、
組織が掲げるべきスタンスやポリシーが不可欠です。



なぜ生成AIを使うのか



使う理由

とんでもなく
便利だから

とんでもなく
危ないから







今日は「まずAIチャットを習慣化する」ことをめざします

AIチャットを
そこそこ使う

AIエージェント
をバリバリ使いこなす



あとから効いてくる
AIとの付き合い方
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「上手な指示」はAIを相棒にする技術に宿る

https://note.com/pogohopper8/n/n6616108810c6 記事も読んでね

https://note.com/pogohopper8/n/n6616108810c6
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1. 企画書にしてもらう

今考えている「部署内ミニ勉強会」のアイデアを、前提・目的・対象・進め方・想定さ
れるリスクまで含めた簡単な企画メモにしてください。あとから赤入れする前提なので、
多少荒くてもよいので、一度すべて言語化してほしいです。

プロンプト例：



パターン 1 ── 活用事例とプロンプト
事例：SD研修の企画書作成

役割設定＋詳細な条件指定＋出力形式の明示により、すぐ使える企画書のたたき台をAIに作らせる。

Prompt

あなたは大学の人事課でSD研修を企画する担当者です。他大学の職員と合同で実施するSD研修の企画書を作成してください。

■ 研修の基本情報
・主催：桜丘大学 人事課（幹事校）
・共催：近隣3大学（青葉大学、若葉大学、紅葉大学）
・対象：入職3〜5年目の若手事務職員（各校5名、計20名）
・日程：2026年9月12日（土）〜13日（日）の1泊2日
・会場：箱根研修センター（宿泊・研修室一体型施設）
・テーマ：「大学DXと業務改善──AIを味方にする働き方」
・予算：1人あたり3万円（宿泊費・食事代・講師料込）
・成果物：グループ発表＋各自のアクションプラン

■ 出力形式
以下の項目を含む企画書を作成してください。
1. 研修名称 2. 目的（3つ程度） 3. 期待される効果
4. プログラム詳細（タイムテーブル形式、1日目・2日目に分けて）
5. 講師候補の要件（外部講師1名想定） 6. 予算概算（内訳つき）
7. 準備スケジュール（研修3ヶ月前〜当日）
8. 持ち物・事前課題 9. 効果測定の方法

47
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2. いろいろな立場を演じさせる

次の文書を読む現場職員になりきってください。読んだときに不安に感じること、不満
に思いそうなこと、分かりにくいところをできるだけ率直な言葉で書き出してください。

プロンプト例：



事例：イノベーター理論で新システム導入の反応をシミュレーション

複数の立場を演じさせ、導入前にステークホルダーの反応を先読みする活用法。

Prompt

あなたはイノベーター理論の5つのアダプターグループを演じてください。
それぞれの立場から、以下の新システム導入について意見を述べてください。

■ 導入予定のシステム
桜丘大学では、2027年4月から出張申請・精算を完全オンライン化します。
・現行：紙の出張申請書に押印 → 事務に提出 → 精算も紙の伝票
・新システム：Webフォームで申請 → 上長がオンライン承認 →

精算はレシート撮影＋アップロード → 振込は月末一括
・経過措置：2027年4〜6月は紙との併用期間あり

■ 出力形式（5グループそれぞれについて）
1. そのグループの典型的な大学教職員像（具体的に）
2. このシステムに対する第一印象（セリフ調で）
3. 主な懸念点（2〜3つ）
4. 懸念を解消するための施策案（事務局が打てる手）
5. このグループを味方につけるためのキーメッセージ
■ 5グループ
- イノベーター（全体の2.5%） - アーリーアダプター（13.5%）
- アーリーマジョリティ（34%） - レイトマジョリティ（34%）
- ラガード（16%）

パターン 2 ── 活用事例とプロンプト
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3. 情報を行動に圧縮させる

次に貼る会議メモを読んでください。内容を細かく要約するのではなく、私が明日まで
にやるべきことを二つだけ、理由と一緒に教えてください。

プロンプト例：

イチオシの使い方



事例：文字起こしからフォーマット厳守の議事録を作成

会議情報＋式次第＋文字起こし＋フォーマット＋作成ルールを与え、整形された議事録を一発で生成。

Prompt
あなたは桜丘大学教務課の委員会事務局です。以下の材料を使い、議事録フォーマットに厳密に合わせて議事録を作成してください。
■ 会議情報
・会議名：令和8年度 第3回教務委員会 ・日時：2026年7月15日（水）15:00〜16:30 ・場所：本部棟3階 第1会議室
・出席者：田中委員長、佐藤委員、鈴木委員、高橋委員、伊藤委員、渡辺委員（欠席：山本委員）
・事務局：教務課 中村課長、小林主任 ・配布資料：資料1「後期時間割（案）」、資料2「成績分布データ」、資料3「カリキュラム改正スケジュール」
■ 式次第
1. 開会 2. 報告事項 (1)前期履修登録状況 (2)成績分布の分析結果 3. 審議事項 (1)後期時間割（案） (2)2027年度カリキュラム改正スケジュール 4. その他 5. 閉会
■ 文字起こし
田中委員長：第3回教務委員会を始めます。報告事項1番、事務局からお願いします。
中村課長：前期の履修登録者数は全学部合計で延べ32,450名、昨年同期比約2%増です。データサイエンス入門が定員200名に対して380名の希望があり抽選となりました。後期は2クラス増設で調整
中です。
佐藤委員：抽選に外れた学生へのフォローは？ 中村課長：後期の増設クラスを優先案内します。
田中委員長：続いて成績分布について。 小林主任：資料2のとおり、全学平均GPAは2.68で前年2.71から微減です。経済学部1年生のGPAが2.31と最も低く、基礎科目の不合格率が18%です。
高橋委員：基礎数学の難易度と高校段階の学力のミスマッチが主因です。リメディアル教育の強化を学部で検討中です。
田中委員長：次回委員会で対策案を報告してください。 高橋委員：承知しました。
田中委員長：審議事項に入ります。後期時間割案について。 中村課長：資料1のとおりです。変更点は3点。1点目、データサイエンス入門2クラス増設。2点目、5限開始を16:10から16:20に繰り下
げ。3点目、土曜授業を原則廃止し集中講義に振替。
鈴木委員：5限繰り下げ賛成ですが、終了が18:00になると部活動への影響は？ 中村課長：学生課に確認済みで影響なしとのことです。
伊藤委員：土曜廃止はありがたいが教室キャパは？ 中村課長：長期休暇中の教室を集中講義用に確保します。
田中委員長：後期時間割案を原案どおり承認します。次にカリキュラム改正スケジュール。
中村課長：資料3のとおり、10月に各学部から改正案提出、11月教務委員会審議、12月教授会決定、1月理事会承認の流れです。
渡辺委員：10月提出だと各学部FD委員会を9月中に開く必要があります。早めに周知を。 中村課長：来週中に各学部教務委員へメールで周知します。
田中委員長：他になければ閉会します。
■ 議事録フォーマット
━━ 令和○年度 第○回 教務委員会 議事録 ━━ 日時：／場所：／出席者：／欠席者：／事務局：／配布資料：
【報告事項】(1)〔議題名〕・報告内容の要旨・質疑応答 【審議事項】(1)〔議題名〕・説明の要旨・主な意見・質疑・結論
【決定事項一覧】【宿題・次回持ち越し事項】（担当・期限）【次回予定】
■ 作成ルール
- フォーマットの見出し・順序を変更しない - 推測で発言者名を割り当てない（不明は「委員」「事務局」等）
- 決定事項・宿題（担当・期限）を必ず明記 - 数字・固有名詞・資料番号は原文に忠実に - 雑談・重複は削り、意思決定と論点が追えるよう要約

パターン 3 ── 活用事例とプロンプト
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4. 無難な案をあえて出させる

次のテーマについて、企画案を三つ出してください。こちらで、物足りない点や自分た
ちらしくないところを洗い出すために使いたいです。

プロンプト例：



事例：仮説を批判的に分析し、改善版を提案させる

ステップ分割で「批判→改善」の思考プロセスをAIに踏ませ、仮説の精度を上げる。

Prompt

次の2ステップで、私の仮説を改善してください。

■ 仮説
桜丘大学の事務処理が遅い原因は、紙の書類と押印文化が残っていることである。ペーパーレス化を進めれば、事務処理のス
ピードは大幅に改善する。

■ ステップ1：批判的分析
- 正しいと言える部分とその根拠
- 見落としている要因（紙以外に処理を遅くしている構造的原因）
- 論理の飛躍や過度な単純化がある箇所
- この仮説で施策を打った場合に起こりうる失敗シナリオ

■ ステップ2：仮説の改善版
- 改善された仮説（より精度の高い問題設定）
- その仮説を検証するために集めるべきデータ
- 明るい未来をつくるための提言3つ（具体的なアクション）

パターン 4 ── 活用事例とプロンプト



プロンプト/活用例を公開中
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P4US...Prompt Guide for University Staff

https://promptforus.com/

大学職員のためのプロンプトを公開しています

https://promptforus.com/




ワーク１
AIで４つの使い方を試してみる





型以外でもOKです 迷ったらとりあえず
やってみましょう



朝起きた時間が
一番早い人から
話してください



ラップアップ









休憩 ＆ 質疑応答



AIリスク、そして
AIガバナンスの準備
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尽きぬ懸念

Q. 先生や学生が生成AIで論文を書いたらどうするんだ

Q. AIを使ったせいで機密情報が漏洩したらどうするんだ

Q. AIを使って研究能力や思考力が低下したらどうするんだ

Q. AIが生成した文章と人が書いた文章を確実に見分ける方法を教えて
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尽きぬ懸念

Q. 先生や学生が生成AIで論文を書いたらどうするんだ

A. そもそも剽窃はダメ 運用ガイドラインや環境を整備する

Q. AIを使ったせいで機密情報が漏洩したらどうするんだ

A. そもそも機密情報の漏洩はダメ 運用ガイドラインや環境を整備する

Q. AIを使って研究能力や思考力が低下したらどうするんだ

A. 低下させないようなAIリテラシーを身につける環境を整備する

Q. AIが生成した文章と人が書いた文章を確実に見分ける方法を教えて

A. そんなものはない
既知の問題を増長させるリスクと
AI特有のリスクがある



⽣成AIのリスクを理解する

68

生成AIの限界と課題 適切な利用方法



3種類のリスク

69
総じて、LLM(大規模言語モデル)の限界と課題を説明します
※ 検索システムによってリスクを改善・抑制できる場合もあります

入力 生成AI 生成物

生成AIの仕様入力の課題 生成物の課題

日本の
首都は？ 東京都です



⼊⼒の課題

70

入力は
AIモデルの学習や改善に使用される
個人情報保護法に抵触する

可能性がある

入力 生成AI 生成物
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⼊⼒の課題

個人情報等の機密情報は入力しない

▍AIモデルの学習や改善に使⽤される可能性がある
• ChatGPTに入力されたデータはAIの開発・改善に使用される可能性がある
• APIを経由 / 一部機能を使用すれば開発・改善に使用されない

※ ただし不正行為の防止等の目的でデータを監視される可能性がある
OpenAI,”Terms of use”,https://openai.com/policies/terms-of-use

▍個⼈情報保護法に抵触する可能性がある
• 個人情報取扱事業者が、あらかじめ本人の同意を得ることなく生成AIサービスに

個人データを含むプロンプトを入力し、当該個人データが当該プロンプトに対する
応答結果の出力以外の目的で取り扱われる場合、
当該個人情報取扱事業者は個人情報保護法の規定に違反することとなる可能性がある。
個人情報保護委員会,”生成AIサービスの利用に関する注意喚起等”,https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert/

https://openai.com/policies/terms-of-use
https://openai.com/policies/terms-of-use
https://openai.com/policies/terms-of-use
https://openai.com/policies/terms-of-use
https://openai.com/policies/terms-of-use
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⽣成AIの仕様

▍再現性が低い可能性がある
• 「ある単語や文章の次に来る単語や文章を推測し、

「統計的にそれらしい応答」を生成する」AIであり、原則として再現性は保証されない
文部科学省,”初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン”, 
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf

▍学習に使⽤されたデータ等に影響を受ける可能性がある
• 回答は学習用データセットやアライメント(調整)の傾向に依存する

例：「結婚式」に関する回答が「教会式の結婚式」に偏る傾向にある
OpenAI,” Models”, https://platform.openai.com/docs/models/overview

▍プロンプトに影響を受ける可能性がある
• 「結果の品質は提供する情報の量とそのクオリティ(=プロンプトの書き方)

によって異なる」
”Prompt Engineering Guide”, https://www.promptingguide.ai/jp/introduction/basics

使用する生成AIの仕様を把握する

https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://platform.openai.com/docs/models/overview
https://www.promptingguide.ai/jp/introduction/basics
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⽣成物の課題

▍著作権法等によって保護されている可能性がある
• 生成物が著作権侵害に係る判断は、「人がAIを利用せず絵を描いた場合などの、

通常の場合と同様に判断」される ⇒類似性かつ依拠性を満たすかどうか
• 類似性：「他人の著作物の「表現上の本質的な特徴を直接感得できること」」
• 依拠性：「既存の著作物に接して、それを自己の作品の中に用いること」

文化庁,”AIと著作権”,https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/93903601_01.pdf
文化庁,AI と著作権に関する考え方について,https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94037901_01.pdf

▍事実と異なる可能性がある
• 「事実と全く異なる内容や、⽂脈と無関係な内容などが出⼒される」

いわゆる幻覚（ハルシネーション＝Hallucination）が生じる。
• 現時点で明確な原因はわかっておらず、完全に無くす方法も無い

文部科学省,”初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン”, 
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf

生成物の正確性と誠実性には注意する

• 弁護士がChatGPTを使って架空の判例を引用した民事訴訟資料を作成・提出した
• 大学教員がChatGPTに「学生がChatGPTを使って課題を解いたかどうか」を判断させた

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN30E450Q3A530C2000000/
https://www.nbcnews.com/tech/chatgpt-texas-college-instructor-backlash-rcna84888

過去に生じたインシデント事例

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/93903601_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94037901_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf


3種類のリスク
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入力 生成AI 生成物

生成AIの仕様入力の課題 生成物の課題

人間中心

安全性

公平性

プライバシー保護

セキュリティ確保
透明性

アカウンタビリティ

AI事業者ガイドライン（第1.0版）(2024), https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html

AI事業者ガイドライン
「共通の指針」より

https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html


⽣成AIのリスクを管理する
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生成AIの限界と課題 適切な利用方法



⽣成AIの適切な利⽤⽅法
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生成物を検証する 試行錯誤する
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⽣成物を検証する

AIから得られる生成物は「AIの提案」であるため
利用者が検証する必要がある

指示を出す

不適切な利用

回答を得る

生成物を事実として扱う

指示を出す

適切な利用

回答を得る

生成物を検証する

生成物を活用する 生成物を活用する
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試⾏錯誤する

回答内容の不確実性、AI発展の不確実性を理解し、
自分の目的・意図・期待に合わせて試行錯誤する

指示を出す

不適切な利用

回答を得る

生成物を事実として扱う

指示を出す

適切な利用

回答を得る

生成物を検証する

生成物を活用する 生成物を活用する

指示の修正
指示の改善



• 自分の指示・意図の通り？
• リスクは許容できる

水準に抑えられるか？
• 利用者は生成物に

責任を持てる？…etc.

⽣成AIの利⽤から⽣成物の活⽤までのチャート
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生成物

生成物の検証

責任を持つ

試行錯誤

• 文章案・構成案
• 修正されたプログラム
• 思考の整理…etc.

企画案考えて生成AIの利用

生成物の活用

ケーススタディ

生成AI

フィードバック



大学の現場でよく耳にするトピック





北海道大学の Microsoft 365 Copilot試行レポート は、試行参加者22名のうち回答が揃った16名で、1人あたり月平均15.6時間の業務時間削減を報
告しています。東北大学の 事務業務における生成AI活用報告 は、1時間のオンライン会議の要約作成にかかる時間が平均1.98時間から0.51時間に短縮
され、職員向け生成AI研修1,000名以上のうち81.2%が「活用イメージを具体化できた」と答えたことを記しています。

https://mx.general.hokudai.ac.jp/posts/RmvQkZ2F
https://mx.general.hokudai.ac.jp/posts/RmvQkZ2F
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/61/TR0601-07.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/61/TR0601-07.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/61/TR0601-07.html


トピックから得られる示唆

• AI特有のリスクではないよ

• 個人・メンバの裁量で判断でき
ないかもしれないよ

• 既に成果が公開されつつあるよ
• そのまま輸入できないかもしれ

ないよ

「ツールの工夫」では超え
られない判断が求められて
いる

• ガイドラインを作ってね

• 自組織の中で腹落ちさせてね

トピック 回答例 導けそうな示唆

「他大学の事例」では代替
できない自組織の意味づけ
がある

• 「AIに詳しい個人」がどうに
かできる範疇を超えている

• 組織として「AIに何を任せる
か」を設計する視座が求めら
れている

熱心なAI利用者は多いけど
個人のAI利用者がが何とか
できることは少ない



「最後は人間が確認する」は
責任転嫁の呪いになりうる



△ AIを使わない人が悪い
◎ AIを使い続ける営みを組織として支援する



休憩 ＆ 質疑応答



ワーク２
実践プランを立てよう





型破りも大歓迎



朝起きた時間が
一番遅い人から
話してください



ラップアップ









さいごに



身も蓋もないことを言うと、大学業務でAIを活用するには
お金をかけて学内で安心して使える良質なAIサービスを
導入する必要があります

しかし導入すれば全て解決するわけではありません。
職員が身につけるべきスタンスやリテラシー、
組織が掲げるべきスタンスやポリシーが不可欠です。



職員が身につけるべきスタンスやリテラシー、とは

n 生成AIとは何か、なぜ使わなければならないのかを説明できる
n まずは何があってもとにかく使い続ける
n 個人として/組織として責任あるAI利用を心がける

とかとかです。
「使ったことはある」から、「これから使い続ける」人へ、
そのスタンスや価値観を周りに伝えられる人になりましょうー。




